
Ⅰ．はじめに

　我が国の林業を取り巻く情勢が厳しさを増す中，皆伐後に再造

林が成されない再造林放棄地が増加している。植生が回復しない

場合，これらの放棄地の増加は，水土保全機能の低下やそれに伴

う土砂流出災害の危険性があるとして危惧されている。そこで，

本研究では大分県北西部地域を対象に，放棄地の植生回復状況を

把握するとともに，植生の違いと立地条件（傾斜，斜面方位，標

高，放棄年数，近接する広葉樹までの距離）の関係を明らかにす

ることを目的とした。

Ⅱ．調査対象地及び方法

　調査対象地は大分県による再造林放棄実態調査をもとに，大分

県北西部の日田市，山国町，耶馬渓町，本耶馬渓町，三光村に分

布する放棄年数が５－１２年の放棄地３２ヵ所から１７カ所をランダ

ムに抽出した。各放棄地において４m×４mの方形区を２プ

ロット（大規模な放棄地については４プロット）ずつ，計４０プ

ロット設置し，亜高木層・低木層・草本層の出現種・植被率，傾

斜，斜面方位を記載した。また，樹高１．２m以上の樹種について

は毎木調査（胸高直径，樹高の測定）も行った。

　各プロットの種組成の違いを比較するため，毎木調査データか

ら類似度指数（Morishita の Cλ）を算出し，得られた類似度を

もとにクラスター分析（Ward 法）によってプロットの分類を

行った。各分類群間の植被率，樹高，立地条件の比較には

Kruskal-Wallisの検定とMann-WhitneyのU検定を用いた。また，

植生の違いを規定している立地条件を把握するため，判別分析も

行った。なお，放棄年数は再造林放棄実態調査のデータを引用し，

標高・広葉樹までの距離はそれぞれ数値地図５０mメッシュ（国土

地理院），自然環境GIS（環境省）と放棄地の分布図を地理情報シ

ステム（GIS）を用いてオーバーレイすることによって得た。ま

た，斜面方位は日射量を指標するものとして，南を３，　東西を２，

北を１というダミー変数に置き換え，解析を行った。調査地の傾

斜，標高，放棄年数の概況は図－１に示すとおりである。
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図－１．調査地概要（傾斜，標高，放棄年数）



Ⅲ．結果と考察

　１．植生回復状

　クラスター分析の結果，４０プロットを５群に分類することがで

きた。各分類群は共通主要樹種により，クサギ群，アカメガシワ

群，シロダモ群，カナクギノキ群，その他群とした（図－２）。

　各分類群の平均樹高，亜高木・低木層の植被率，草本層植被率

はいずれも２．５－３．５m，　６０－７０％，　６０－９０％で有意な差はなく，

一様に放棄地の地表面を植生が覆っていた。そのため，植被率の

観点からはどの地点においても順調に植生が回復していると思わ

れた。

　２．各分類群の立地条件と判別要因

　傾斜は各分類群共に２０－４０度の範囲に分布しており，大きな差

はみられなかった（p＝０．１１２，図－３ a）。標高ではカナクギノ

キ群が有意に高い値を示し（p＝０．００１，図－３ b），放棄年数で

はクサギ群が有意に短い値を示した（p＝０．００５，図－３ c）。そ

の他群も他の群より比較的放棄年数が長い傾向を示したが，有意

な差はみられなかった。広葉樹までの距離は各群共に５０m以内の

ものが多かったが，カナクギノキ群のみ１００m以上離れたところ

に広葉樹林が分布していた（表－１）。ダミー変数をもとにした

斜面方位では有意な差は見られなかった（p＝０．６２１）。

　これらの立地条件の違いと分類群の関係を総合的に判断するた

めに判別分析を行った結果，４つの判別関数が算出された。これ

らの判別関数による分類正答率は７０％と比較的高いことから，判

別要因の解析のみならず，放棄地の植生の予測にも用いることが

可能であると考えられた。
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図－２．　クラスター分析による植生分類

表－１．広葉樹までの距離階別プロット数

合計２００＜１５０－２００１００－１５０５０－１０００－５０

４００００４シロダモ

４２２０００カナクギノキ

５０１００４クサギ

１００１０２７アカメガシワ

１７００３０１４その他

４０２４３２２９合計

表－２．判別関数の固有値及び寄与率

正準相関累積寄与率（％）分散（％）固有値関数

０．８９３７７．３７７．３３．９３０１

０．６８３９４．５１７．２０．８７６２

０．４０６９８．４３．９０．１９７３

０．２７７１００．０１．６０．０８３４

表－３．判別に寄与する要因

関数
立地条件

４３２１

０．８００．４２－０．５１－０．７５傾斜

－０．５２－０．２３－０．４３０．５４斜面方位

－０．５１０．６７－０．１５０．９１標高

－０．１５０．４７０．９２０．０７放棄年数

０．４３－０．４９０．２７０．８８広葉樹までの距離

図－３．各分類と立地条件
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　植生の違いを規定する判別要因は，累積寄与率が９４％に達する

関数１，２（表－２）の標準化正準判別関数係数から，主に標高と

放棄年数であることがわかった（表－３）。標高・放棄年数と各

分類群の関係を見ると（図－４），立地条件の比較から得られた

通り，カナクギノキ群が標高によって判別され，標高の低い所に

分布する他の群は放棄年数によって判別されていた。

　低標高に分布している各分類群の放棄年数は，その他群のみに

多少長い傾向が見られたことから（図－３ｃ），遷移の初期段階

にはアカメガシワ・クサギなどの先駆性樹種が繁茂するパターン

と，シロダモが繁茂するパターンの二つがあると考えられた。こ

れらの植生の違いを決定する要因と思われた広葉樹までの距離は，

判別要因として認められなかった。これは，遷移の初期段階には

鳥によって広範囲に種子が散布される種や埋土種子バンクを形成

する種が優占する傾向にあるため，重力散布ほど母樹との距離に

強い関係を示さないことに起因していると思われた（勝木ほか，

２００３）。今後は距離のみならず，広葉樹林の構成樹種に着目し，

種子散布形態との関係を詳細に検討していく必要がある。また，

シロダモなどの常緑性樹種が遷移の初期に優占するには，前生稚

樹の存在が重要であると考えられていることから（勝木ほか，

２００３），過去の植生との関係も明らかにしていく必要がある。

　３．その他群の位置づけ

　判別関数によってデータを再分類すると，その他群の内４プ

ロットがシロダモ群に誤分類されていた。これは立地条件が類似

しているにも関わらず，植生がシロダモ群と異なることを意味し

ている。誤分類された４プロットはいずれもシロダモの代わりに

ヤブムラサキが主要樹種となっており，シロダモとヤブムラサキ

の立地条件の類似性の検討が今後必要である。正しく分類された

プロットの植生を吟味すると，アカメガシワが主要樹種ではある

が，アラカシなどの二次林性高木樹種が混在していることがわ

かった。また，先駆性樹種の胸高断面積割合と放棄年数をアカメ

ガシワ群と比較すると，先駆性樹種の胸高断面積割合が有意に低

く（p＜０．００１），放棄年数が有意に長いことがわかった（p＝

０．００２）。人工林の台風被害地において，先駆性樹種が優占した後

アラカシが優占する二次林が形成されると指摘されていることか

ら（上中，１９９３；勝木ほか，２００３），その他群はアカメガシワ群

の遷移が進んだ林分であると考えられた。

Ⅳ．ま　と　め

　放棄地の植生は主に標高と放棄年数によって異なっていた。比

較的標高の高い放棄地ではカナクギノキが優占し，比較的標高の

低い放棄地では，遷移段階の初期でアカメガシワ・クサギなどの

先駆性樹種が優占するパターンとシロダモが優占するパターンが

みられた。これは過去の植生や周辺植生の影響によると考えられ，

更なる調査が必要である。放棄年数が１０年ほどになると，先駆性

樹種が優占していた林分には徐々にアラカシなどの二次林性高木

種がみられるようになっていた。
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図－４．各分類群と判別関数の関係


